


４研究の全体構想

足利市の教育目標学校教育目標

学校課題

生き生きとして活動できる子の育成

研究主題

一人一人の「読む力」の向上をめざす指導

～ことばに着目した確かな読みを通して～～ことばに着目した確かな読みを通して～

１学習指導の改善

（１）ことばに着目した読みのための指導

・教材分析表による指導内容の明確化

・教材や単元構成の工夫

・発問、ワークシートの工夫

（２）「読むこと」の指導内容の系統化

・系統表の作成

・自己評価カード

（３）個に応じた指導の充実

・評価に基づく支援の工夫

１学習指導の改善

（１）ことばに着目した読みのための指導

・教材分析表による指導内容の明確化

・教材や単元構成の工夫

・発問、ワークシートの工夫

（２）「読むこと」の指導内容の系統化

・系統表の作成

・自己評価カード

（３）個に応じた指導の充実

・評価に基づく支援の工夫

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

校
内
研
修
・
授
業
実
践

協
同
推
進
・
研
究
交
流

協
同
推
進
・
研
究
交
流

２基礎的な力の向上

（１）言語能力の充実

・漢字の読み書き

・音読

・語葉力

（２）読書指導の推進

・計画的な読書指導

.読み間かせ

・読書まつり

２基礎的な力の向上

（１）言語能力の充実

・漢字の読み書き

・音読

・語葉力

（２）読書指導の推進

・計画的な読書指導

.読み間かせ

・読書まつり

ありのままを認める共感的な子供理解

（個への着目）

児童の実態・教師の実態
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５研究の内容と実際

１学習指導の改善

（１）ことばに着目した読みのための指導

「読むﾉﾉ」を高めるためには、二とぱに着目することを意識させる中で、意図的に指導

し、読みの技能を身につけさせていくことが大切だと考えた。そのために、教材分析表を

作成し、教材分析することで、読みの手がかり、読みの技能、言語事項などをもとに指導

内容を明確にしていった”そして、それら教材分析をもとに、教材やiii元構成の~ｒ犬を行

ったり、ワークシートや発問を_'二夫したりしながら、授業を展開した。

＜実践事例１年単元名こえにだしてよもう「くじらぐも」＞

(Ｄ教材分析表による教材研究
氏狩試合境要＞
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②指導案

１単元名こえにだしてよもう「くじらぐも」

２単元の目標

○物語に興味を持ち、音読や動作化などを工夫して、楽しんで読もうとする。

（関心･意態・態度）

○登場人物の様子などを想像しながら、声に出して読むことができる。（読むこと）

○はっきりした発音で音読することができる。（言語事項）

３単元について

（１）教材について 一略一

（２）児童の実態 一略一

（３）研究主題との関連

本校では、国語の言語活動の根幹を読む力であるととらえ、読む力を向上させることが他

の言語活動をも充実させるものと考えた。そこで、漠然とした読みではなく、ことばに着目

させるために、本単元では、以下のような手だてをもって指導を進めていくことにした。

○題名や挿絵を手がかりにして読む。

.「くじらぐも」という題名からイメージを想像させたり、挿絵を見ていくことで登場人

物やあらすじをつかませたりする。

○まとまりや語や文として読む。

・新出漢字や児童にとって難しい言葉を丁寧に扱い、読めるようにするとともに、繰り返

し音読できるように、授業の中での音読の仕方を工夫する。

○人物に同化して読む。（本時）

・子どもたちとくじらぐものしたことや言ったことを表す言葉をつかませ、子どもやくじ

らぐもIこなりきって勤作化したり、音読を工夫したりすることによって、興味･関心を

持続させ、内容を理解させる。

・子どもたちになりきって、会話や気持ちなどを想像を膨らませて楽しく読ませる。

４指導計画（総時数１０時間）－略一

５本時の指導

（１）題目３のI羨めんの子どもたちとくじらぐもの様子をくわしくよもう。

（２）目標くじらぐもlこ飛び乗ろうとする子どもたちと、応援するくじらの様子を読み取る

ことができる。

（３）展開（別紙）

（４）評価くじらぐもIこ飛び乗ろうとはりきる子どもたちと、応援するくじらぐもの様子が

わかり、楽しく音読することができたか。

（読むこと）＜発表・観察＞
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（２）「読むこと」

①「読むことの

読み取るため

み取るためのポ

考え、学年の発

二と」の指導内容の系

との系統表」の作成

ための技能を意識的Ｉ

のポイントがわかり、

の発達段階に応じた

読むことの系統表

統化

こ指導していくことで、児童が他の作品を読んだときにも読

自力で読み取っていくことができるようにしていきたいと

表」を作成し、指導内容を明確にした。｢読むことの系統

(参考：白河第二小学校）

系統表をもとにした指導実践例ア

＜文学的文章＞

１年「おむすびころりん」

○おじいさんのしたことを表すことばをとらえさせ、おじいさんになりきって動作化した

り音読の工夫をすることによって、興味関心を持続させ、内容を理解させた。

４年「白いぽうし」

○色彩表現や季節を表す言葉、比喰表現などに着目し絵で表すことによってイメージをふ

くらませ、表現を味わわせた。

６年「やまなし」

○場面を観点ごとに整理しながら対比させたり、関係する言葉に着目してイメージ広げた

りすることによって、登場するものが象徴していることを考えさせた。

＜説明的文章＞

２年「たんぽぽのちえ」

○ことばを囲んだり、一つ一つのことばを取り上げて、ていねいに指導をすることで、時

間の順序を表すことばを意識させた。
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問いかけの文．答えの文

中心四句（キーワード）をつかむ
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多用歴辞昏．卒呉の活用



３年「ありの行列」

○接続語や繰り返しなどに着目して中心語句（キーワード）を見つけさせ、段落の要点を

とらえさせた。

６年「生き物はつながりの中に」

○筆者の意図やキーワードとなる言葉に着目し読み取ってきたことについて、自分で感じ

たことや考えたことを、毎時間書かせておくことで、自分の考えを持たせやすいように

した。

②自己評価カードの作成

この単元を読むにあたって身につけさせたい読みの技能について、一人一人に意識させ

るために、自己評価の観点として活用した。常に読みの技能を意識させることによって、

学習がより主体的になると考えた。

ア２年「たんぽぽのちえ」の例たんぽぽのちえ（）

(学しゅうのめあて）

(よみのわざチェック）よくできだ｡すこしでき彪○
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（３）個に応じた指導の工夫

○評価に基づく支援の工夫

ワークシートやノートにより、一人一人の学習の見取りを確実に行うことで、その時間

における支援に役立てるだけでなく、次時の活動に必要なヒントカードを用意した。また、

コメントによる励ましを行ったり、次時における指名や机間指導にも活用したりして、支

援を行うようにした。

基礎的な力の向上

「読むこと」をねらいとした教材単元に限らず、様々な国語の授業の中で、あるいは学

校生活のいろいろな機会を通して、言語能力を充実させる活動や読書をすすめる活動を行

うことが、「読む力」の基礎となると考え、以下のような実践を行ってきた。

２

（１）言語能力の充実

①漢字の読み書き

・発達段階に応じ、定期的な漢字のテストを設定することで、自主的な練習を促し、漢字

の読み書きの力の定着を図る゜

②音読

・音読カードを工夫することにより、家庭との連携も図りながら。音読の練習に自主的に

取り組めるようにする。

・授業の中でも、微音読、一斉読み、点丸読み、隣同士での読み合い、グループで等様々

な形での音読を取り入れることで、音読の楽しさを味わわせ、音読への意欲を高め、反

復練習に取り組ませる。

③語彙力

・難語句を調べてノートやワークシートにまとめることを継続して行ったり、使わせてい

きたいことばを取り上げて指導していく。

（２）読書指導の推進

①計画的な読書指導

・１週間に４回の朝学習の時間を全部、読書の時間とした。

・各学年で年間読書活動指導計画を立て、それに沿って読書指導を行った。

読者活動年間計画
［低学年］

１年生２年生

〔中学年〕〔高学年〕－略一

3７

指導内容 指導内容

月
月
月
月

４
５
６
７
明
明
稠
羽
咀
羽
調

８
１
１
１

学級文庫の使い方を知ろう

本の碗み囲力'せを聞こう

絵本を読もう

図呑室の本を借りよう

好きな本を蔑もう

髄香まつり

本と友連になろう

どうぶつの出てくる本を醜もう

碑を碗もう

お飴を読もう

瞭香活助のまとめをしよう

月４

月
月
月

５
６
７
明
明
頂
頭
頂
覗
蛆

８
１
１
１

本の扱い方を知ろう

おすすめの本を見つけよう

駐啓まつり

レオ・レオニの本を読もう

好きな本を臨もう

臨書まつり

生き物についての本を読もう

アーノルド・ローペルの本を碗もう

時を麟もう

物稲を醜もう

銃香活動のまとめをしよう



②読み閲かせ読書まつり

・保護者や地域のボランティアの方により、低学年は

毎週月曜日、中高学年は月２回、朝の読書の時間に

読み聞かせが行われている。

・６月と１０月には、「読書まつり」として、児童会

の図書委員も企画に参加し、「こんな本読んだよコ

ンテスト」や読書クイズ、昼休みの読み聞かせなど

の活動を行っている。

・読書を奨励する意味で、図書の貸し出しカードが１

枚終わった児童には、読書賞が与えられる．

ボランティア「よみきかせ隊」による

陵み田かせ

６研究の成果と課題

Ｉ研究の成果

（１）基礎・基本としての「読むこと」を取り上げたことにより、教師自身の国語の基礎・基

本を身につけさせる日常的な取り組みへの意識が高まり、教師一人一人が１時間１時間の

授業をこれまで以上に大切にするようになった。

（２）「読むことの系統表」により、１年から６年までを見通し、今この学年で、この単元で、

身につけさせたい力を意識して指導にあたることができた。

（３）教材分析を行ったことで、指導内容が明確になり、一つ一つのことばに瀞目させ、より

意図的に読ませたり、読むための技能を身につけさせたりする指導が確実に行えた。

（４）全校として読書指導に取り組んだ結果、読書鉦が増え、「毎日の読書」が子どもたちの

習慣として定着してきている。そして、自分から意欲的に読む活動に取り組める子どもた

ちが増えてきた。

（５）「読むこと」に絞って指導・研究を進めてきたが、正しく読むことを通して、自分が読

み取ったことに自信を持てるようになり、積極的に発表する姿も見られるようになりつつ

ある。

２課題

（１）教材分析した結果をさらに授業に生かしていく方法や、一人一人の子どもの実態を確実

にとらえて、さらにきめ細かな指導を行うこと等について、まだ不十分であると感じてい

る。今後も、さらに研究を継続していきたい。

（２）単元の目標を達成するための指導計画やその評価のあり方についても、これまでの成果

を踏まえて検討していきたい。

（３）すべての学習の基本として、「読むこと」を重点とした指導に努めてきたが、本校の子

どもの実態から、さらに読んだことをどう「伝え合う」かという観点から、指導の充実を

図ることも必要である。

3８



一言平

国語科では、国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めると

ともに、思考力や想像力及び言語感覚を養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態

度を育てることを目標としています。

矢場川小学校では、小教研国語科指導法研究会の会場校として、「一人一人の『読む力』

の向上をめざす指導～ことばに着目した確かな読みを通して～」を研究テーマに掲げ、研

究に取り組まれました。

研究の実際では、子供に言葉に着目することを意織化させる中で意図的に指導すること

によって「読む力」を高めていくために、学年の発達段階に応じた「読むことの系統表」

を作成するとともに、「読みの手がかり」となる言葉や表現、指導したい言語事項につい

て教材分析表を作成する中で明確にすることによって、指導内容を明確にし教材分析を深

められています。この教材分析を基に、発問の工夫やワークシート、自己評価カードの活

用などをとおして、子供一人一人の学習状況を把握し、個に応じた指導や支援に努められ

ています。

また、定期的な漢字テストの実施、音読指導の工夫などによる言語能力の充実、読書活

動年間計画の作成や読み聞かせ、読書まつりの実施による読書活動の推進など、国語の授

業の時間だけでなく、日常的な指導や活動の中で子供の「読む力」を向上させる取り組み

を行うなど、多くの示唆を与える貴重な実践であります。

今後においても、子供の国語力を高め、意欲的に学ぶ力を育成するために、国語科教育

の指導の更なる充実が図られることを期待いたします。

3９




